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平成３０年度学校だより№ 17
平成３１年１月９日

新年、あけましておめでとうございます。平成最

後の年がスタートしました。１７日間の冬休みはい

かがだったでしょうか。幸い、雪が少なく過ごしや

すい日々が続きました。この冬休み中に大きなケガ

や病気の連絡もなく、どのご家庭も穏やかな新年を

迎えられたことと思います。

昨日の始業式には、１名が発熱のため欠席しまし

たが、どの子も元気な顔で登校しました。学校に来

ると久しぶりに会った友達とのおしゃべりが止まら

ないようでした。

さて、３学期がスタートしました。５１日間の学期です。６年生にとっては大きな節目

である「卒業」に向けての学期になります。残された日数は少ないのですが、何事にも全

力で取り組み、悔いの残らない小学校生活を送らせたいと思います。また、５年生は、最

上級生になるための準備の期間です。学校のリーダーとして６年生から引き継ぐこともた

くさんあります。心構えと共にリーダーシップを発揮できるよう６年生から学んでほしい

と思います。４年生は、高学年しての心構えを身に付ける時期です。上の学年の人たちを

頼っていた存在から、今度は頼られる存在になります。そのためにこの３学期は重要です。

３年生にとっては、４年生への準備段階ということです。４年生になると委員会やクラブ

活動などが入ってきます。また学校行事でも果たす役割が出てきます。やってもらう立場

から、自分たちがやる立場に変わります。４月からの役割が変わることへの準備をしなけ

ればいけません。２年生は、４月に３年生になると１クラスになります。１クラスで学ぶ

ことの準備をしていかなければいけません。１年生は、今度入学してくる１年生の先輩と

して教える立場になります。保育所と学校の違いをしっかり教えられるようにしなければ

いけません。そのためにも３学期は大切です。

このように、どの学年にとってもこの３学期

は重要な意味を持っています。学習のまとめだ

けでなく、心の成長がなければ次へのスタート

が切れません。学校でも十分に指導はしていき

ますが、是非ご家庭でもお話しいただければと

思います。よろしくお願いいたします。



- 2 -

冬の事故防止について
この季節になりますと、冬の時期特有の事故が起こりがちです。学校では子どもたちに

繰り返し指導していますが、下の項目についてもご家庭でも話題にされ、事故防止に努め

てください。

また、お子さんの送迎のために校門付近に車を止められる方がときどき見られます。積

雪時は道路が狭く、スクールバスをはじめとして他の車の往来の妨げになります。大変危

険ですのでできるだけ校舎前まで進んでいただきお子さんの乗降をしてください。なお、

その際には児童の飛び出しにも注意していただき徐行運転でお願いします。

① 河川や沼，ため池での氷滑り遊び

② 屋根からの落雪・雪崩による事故の防止

③ たこあげによる感電事故の防止

④ 一酸化炭素による中毒事故の防止

⑤ スキー、スノーボード等のウインタースポーツによる事故の防止

⑥ 餅などの誤嚥事故の防止

⑦ 除雪機（車）への巻き込みによる事故の防止

また、この時期はインフルエンザの流行が心配されます。本校はバスでの通学が７割を

占めているため、罹患者がいると急激に拡大する可能性が高いです。それを防ぐためにも

マスクの着用が重要です。自分を守るだけでなく、他者への感染を防ぐ意味でもマスクは

常時持たせてください。

先生方で学期毎に反省をしています。２学期の反省として様々な点が挙げられました。

学級や各担任ごとに改善点は違ってきます。小学校は学級が根幹なので、その現状によっ

て対応策が違ってきます。ただし、学校としての課題はあるので、それに向けて先生方が

どのように共通実践をしていくかを話し合いました。その結果次の３点に絞っていくこと

としました。

○ あいさつ （子どもよりも先にあいさつしましょう）

あかるく いつも さきに つづけて

○ そうじ （子どもといっしょに並びましょう）

だまって びしっと うつくしく

○ なわとび （なわとびで体力を向上させましょう）

チャレンジ あきらめない 力をあわせて

先生方が率先してできることをする。それもみんなで。もちろんこれだけをやるわけで

はありません。その他のこともたくさんやらなければならないことがあります。けれども、

最低限これだけはというものを３つに決めました。


